
省エネルギー行動のきっかけと意識および行動の変化
－ 意識と行動の乖離を埋めるきっかけとは －

【背景と問題関心】

➢ 深刻化する気候危機に際し，低炭素社会構築に向
けて市民一人ひとりの行動やライフスタイルの転
換がいま一層求められている．

➢ CO₂排出削減につながる省エネルギー行動を促進
するきっかけ提供のために, さまざまな啓発活動や
メディアを通した情報提供などが行われている．
また, 農業や林業等のボランティア活動や, 自治会
の清掃活動などへの参加が行動変容に影響を与え
ることも知られている．

➢ こうしたきっかけはそれを受け取る側の特性の違
いによって影響の作用が異なると考えられるが，
具体的なきっかけと意識や行動の変容の関係につ
いて十分な検討がこれまで行われているとはいえ
ない．また意識向上につながっても,その後実際の
行動につながるかという評価についても十分な検
証が行われてきたとはいえない．
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【調査対象】
・東京, 千葉, 埼玉, 神奈川在住の親子2世代世帯
・2020年3月 ＠インターネット調査（有効回答数 821）
・過去調査1)への追加調査として実施（⇒紐づけ可能n数668）

1)大塚彩美, 増田達矢, 鳴海大典, 省エネルギーを推進するライフスタイル
に関する研究 －首都圏在住の親子2世代世帯の価値観、エネルギー意識
およびエネルギー消費に着目して－, 日本建築学会環境系論文集 第85
巻第776号, pp.767-777, 2020.10．
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【研究の枠組み】

省エネのきっかけの定義：
「人の省エネ思考や行動に変化を与え得る事象」

２．研 究 方 法

【調査対象者の主な属性】（n=668）

男性 58%, 女性42%；年代 <40代 31%, 50代 36%, >60代 33%

【分析方法】
省エネのきっかけ重要度回答（下図）による因子
[メディア] [非メディア]を用いて統計分析を実施．

【行動変容に対するきっかけの影響度と個人特性】 【きっかけと具体的な
省エネ行動の結び付き】

➢ 全般的に[メディア]のきっかけは重要性認知が高いが, 実践度の平均値は[非メディア]の方が[メディア]より高い．重
回帰分析による総合的な影響要因の評価でも[非メディア]や 自然への関心が省エネルギー行動実践度に直接影響し
得ると示された．

➢ 省エネルギー推進アプローチで従来重視されてきた情報提供, 本研究で[メディア]と位置づけたメディアから環境問
題を訴えかける取り組みは十分に人々に浸透し省エネルギー行動に対する意識向上の役割を果たしてきた．

➢ 一方，実践度に直接影響しうると示された[非メディア]であるが, 実際にはこれらを省エネルギー行動のきっかけと
して経験している人数が少なく, 地域活動や環境教育等のきっかけの経験を増やす取り組みが必要と示唆される．

➢ 対象地域の拡大や非メディアの細分類による知見の蓄積などが今後の課題として挙げられる．

４．ま と め

成育期の関心（自然
や動物・生き物，環
境問題)や省エネ等へ
の主観的知識の高さ

【研究の目的】

省エネのきっかけが, 価値観や属性といった個人特性
というフィルターを通して, 意識や行動変容にどのよ
うに影響しているのかを検討する．

【調査項目】
・省エネきっかけに対する重要度および影響度，成育時の関心

や居住環境，環境/省エネについての知識の主観評価
・価値観, エネルギー意識, 省エネ行動指標は過去調査1)による

【統計分析に用いる変数】

きっかけの影響度回答の〈意識も行動も変化 表中①〉と〈意識のみ変化 表中②〉の差分につい
てメディアと非メディアそれぞれを一元配置分散分析で比較（統計的に有意な変数のみを表示）

年配者,女性はメディア
が行動のきっかけに。
→在宅時間が長く, TV

視聴時間が影響か。

マイナス値は非メディアのきっか
けが行動指標に対してより影響し
ていることを示す
⇒メディアと非メディアの比較で
は，全般的に非メディアの平均値
が高い

きっかけを経験し「意識・行動共に変化した」人を対象として，きっかけ因子2分類ご
とに省エネ行動の行動意図・実践度の下位尺度のグループ平均を用いて分散分析
を実施

省エネルギー行動に対するきっかけから行動までの影響要因について重回
帰分析（ステップワイズ法）を用いて検討. 従属変数には行動意図・実
践度それぞれの総合得点で低 中 高の3群にし, 低と高を利用．図中数
値は標準化係数．

【きっかけから行動までの影響要因】

行動意図の形成に対してきっかけ変数は残らない（エネ意識などを通して間接的にし
か影響しない）が，非メディアのきっかけは実践度の直接的な影響要因となりうる．

＊メディアを通して経験するきっかけ (n=668)

エネルギー意識の高さ
全般(特に信念を形成
する責任感や危機感）

価値観によって重要な
きっかけが異なる。
⇒自己決定を重視する
［変化への開放性］志向
では地域活動や仕事な
ど非メディアのきっか
けが影響.

身近な人の平穏な暮ら
しを重視する［保守性］
志向には平穏な暮らしに
危機感を喚起する地球温
暖化等に関するメディア
が影響

【省エネ
の

きっかけ】

(本研究で用い

る20項目）


